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1991｛“　t．にはショーンガウアー残後500年を記念し，各地で彼の　　　の版画は，これらの試みに説得力をtiえるものであった。
展覧会が開1崔されたが，本展は，ドレスデン版画素描館の「ショ　　　　本展が開催された後にも，ショーンガウアーの残後500年記念
一ンガウアー，残後500年記念展」に出品された彼の銅版画100　　展として，銅版画展がパリとミュンヘンでそれぞれ開かれた。ま
点に，「カルタ札のマイスター」や「E．S．のマイスター」からデュー　　　た，ショーンガウアーの素描と版画に加え，彼の追随者による関
ラーに．至る，15世紀ドイツ銅版画52点を新たに加えて構成され　　　連作品を含めた人規模な展覧会が，その生地コルマールで開
た。ショーンガウアーの銅版画は現在115点あるいは116点が知　　　催された。この展覧会ではとりわけ500頁に及ぶ大部なカタログ
られているが，本展には彼の代表作がほぼ総て展示されること　　　が制作され，フランス，ドイツ，オーストリアの研究者たちによる
になり，その全貌を示す事が可能となった。　　　　　　　　　　ショーンガウアー研究の最新の成果が，包括的に示されている。
　ドレスデンの展覧会では，ショーンガウアーの版画や素描と並　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田辺幹之助）
んで，それに関連する工芸や彫刻が展示され，彼の銅版画が，
　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　1カタログ1
他の去術分野との交流を通じて制作’受容されたこと砺してい　ドレスデン版画i素描館の初期銅版画叫又集、ヴェ，レナー．シュミット
た・鑑賞のためばかりではなく・さまざ手嫉用的用塑ために　シ。一ンガウアーの禰と版画，Hl辺幹2”7J
用いられた当時の銅版画の多様性を示すことは，銅版画のみに
よって徽される報でも大きな識なった・この点を櫨し力罷讃罧㌘イ㌃激蜥忽ご膓昏
て本展では特に，各々の作家について，その代表作だけではな　　　　ン・ティプトン／アクセル・ヴェンデルベルガー
く，装飾や聖人のモティーフを工芸や彫刻，絵画などに提供す　　　編集：田辺幹之助／中村俊春
る「実用的」なFl的で制作された作品や模刻をも選んだ。いわ　　　制作：アイメックス
ば，金属工芸を初めとする他の分野の芸術を取り込みつつ，模　　　※ヵタログは日本語版のみ。
作や模刻によって形成される連鎖として初期銅版画の発展を捉　　　作品輸送／展示：ヤマト運輸
え，この連鎖の中でショーンガウアーの作品の独自性と多様性　　　会場設営：乃村工芸
を説明することを試みたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　ショーンガウアーの銅版画は，いずれも年記を欠いているため　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Exhibitlons　commemorating　the　500th　annlversary　of　Schon一
に，制作の順序や制作年を確定することは難しい。本展では，　　gauer，s　death　were　held　ail　over　the　world　in　lggl．　This　exhibi一
彼のすべての作品について様式展開を追いつつ制作の順序を　　　tion　consisted　of　the　100　engravings　exhibited　at　the　500th　an一
推定することを放棄し，例えば「聖書主題による作品」，「聖人　　　nive「sa「y　exhibition　held　at　the　KuPfe「stich’Kabinett　D「esden
　　　　　　　　　　　　　＿　　、　　　　　　　　　　　　　　　and　an　additional　52　examples　of　l5th　century　German　engrav一
像」，「紋章盾」，・「装飾文様」と面うよっに，主題ごとに分類され　　　ings　by　artists　such　as　the　Master　of　playing　Cards，　the　Master
たグループを枠として，その中で限定的に様式の変遷を跡づけ　　　E．S．，　and　DUrer・　There　are　currently　115　or　116　engravings　which
た・シ・一ンガウアーの蝋主題の相違eよ制作目的の腱に　認膿1。ld纏i謝臨搬。£1溜9謡。臨識
重なる面が多く，制作目的によって版の大きさや構成の異なる　　　to　survey　his　entire　career．
作品を，…貫した様式基準によって分類し直し，秩序づけるこ　　　　Alon9　with　Schongauer’s　engravings　and　drawings，　the　exhi一
とに1木1難を感じたからである・またこうした主題ごとの分類によっ雛脇9罷1搬留膿舗轟呈「臨離，瓢潔；
て，芸術版画としてのエングレーヴィングの完成に寄与したばか　　　artistic・fields．　Although　the　exhibition　in　Tokyo　was　limited　to
りではなく，初期銅版画の「実用的」な多様性に忠実であったシ　　　en9「avings・we　also　endeavou「ed　to「eflect　the　dive「sity　of　l5th
・一ンガウアーの側酪より聰・nkされたと思われる・ドレス蹴蝦1曽撒識翻繍1繋lla認、溜麟
デンの初期銅版画コレクションは質量共に優iれ，その美しい刷り　　　the　exhibits，　we　chose　not　only　the　most　representative　works　by
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each artist, but also works or copies with decorative or biblical
motifs, which were intended for "practical" application to works
of art, sculpture, or painting. It was an attempt to illustrate the
originality and diversity of Schongauer's oeuvre by capturing the
development of early engraving as a chain formed by copies or
reproductions applied to other fields such as metalwork.
  As none of Schongauer's engfavings are dated, it is difficult to
define their order or dates of execution. Instead of following his
overall stylistic development in an effort to clarify the order of ex-
ecution, this exhibition was organized by themes such as "Bibli-
cal Subjects", "Saints", "Coats of Arms", and "Decorative Motifs",
demonstrating the change of style within each limited motif. In
Schongauer's case, the difference in motif often matched the
difference in purpose of production. As he employed separate
plate sizes and compositions for each purpose, it seemed difficult
to analyse them according to a consistent stylistic standard. Fur-
thermore, by sorting the exhibits by subject, it was hoped that,
in addition to his contribution to the perfection of engraving as an
artistic medium, the aspect of Schongauer's loyalty to the "practi-
cal" diversity of early engraving could be brought to light. The
Dresden collection of early engravings was rich in both quality
and quantity and the fine prints served as explicit examples.
  After our exhibition, there were also engraving exhibitions in
commemoration of the 500th anniversary of Schongauer's death
in Paris and Munich. In his native Colmar, there was a major ex-
hibition of Schongauer's drawings and prints and relevant works
by his followers. A 500 page catalogue was produced for the Col-
mar exhibition comprising the latest findings in the study of
Schongauer by French, German, and Austrian researchers.
                                   (Mikinosuke Tbnabe)
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